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令和６年度 

第２１回和歌山市農業委員会議事録 

 

日 時 令和７年３月１０日（月曜日） １３時００分 開会 

場 所 和歌山市農業委員会議室 

 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

報告事項 農地賃貸借契約等登録台帳の賃借人名義変更について 

報告事項 農地法第１８条第６項の規定による届出について 

報告事項 農地法施行規則第２９条第１号の規定による届出について 

報告事項 農地法第４条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 農地法第５条第１項の規定による農地転用届出について 

議案第１号 和歌山市遊休農地解消対策事業に伴う遊休農地の証明願について 

議案第２号 相続税の納税猶予に関する適格者証明書願について 

議案第３号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第４号 農地法第３条の規定による許可申請について（第１９回保留分） 

議案第５号 農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

議案第６号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

議案第７号 農用地利用集積計画について 

議案第８号 非農地通知について 

議案第９号 現地調査・事情聴取対象条件の変更について 

出席委員（１９名） 

１番 井口 健 

２番 中村 弘 

３番 吉中 雅三 

４番 曽根 光彦 
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５番 小方 保寛 

６番 井上 直樹 

７番 谷河 績 

８番 藪 利昭 

９番 小栗 誠二 

１０番 森 博克 

１１番 笠野 喜久雄 

１２番 山本 茂樹 

１３番 丸山 勝 

１４番 髙倉 理行 

１５番 堀 良子 

１６番 湯川 德弘 

１７番 貴志 年伸 

１８番 藤井 友彦 

１９番 岩橋 章博 

出席職員 

  農業委員会事務局 

   局   長 奥谷 知彦 

   課   長 中村 佳照 

   副 課 長 藤田 誠一 

班   長 中居 一樹 

企 画 員 西森 和子 

事務副主査 田伏 諒 

事 務 主 任 清瀧 篤樹 

   １３時００分 開会 

◆奥谷局長 定刻が参りましたので、谷河

会長よろしくお願いします。 

◆会長（谷河 績） ただいまより、第２

１回農業委員会総会を開会いたします。 

 出席委員は１９名中１９名で、定足数に

達しておりますので、総会は成立していま

す。 

去る２月２８日、井口委員、髙倉委員、

湯川委員によりまして現地調査並びに事情

聴取が行われています。後ほど報告方よろ

しくお願いします。 

また、農業委員会会議規則第１７条第２

項に規定する議事録署名委員は、小栗委員、

森委員にお願いします。 

 それでは報告事項より始めさせていた

だきます。 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規

定による届出について、説明いたします。 

◆西森企画員 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第３条の３第１項の規定

による届出があったもので、１４件ありま

した。 

すべて相続による所有権の取得です。 

本届出に対して受理書を交付しておりま

すが、本受理書は権利の移動等の効力を発

生させるものではありません。 

また、１４件すべてにおいて、市内に在

住の方が相続されています。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地賃貸借契約等登録台帳の

賃借人名義変更について、説明いたします。 

◆西森企画員 番外 説明いたします。 

 農地賃貸借契約等登録台帳の賃借人の名

義変更が１件ありました。 

 以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第１８条第６項の規定

による通知について、説明いたします。 
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◆西森企画員 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第１８条第６項の賃貸借

の合意解約通知で２件ありました。 

なお、Ｎｏ．１については、１９ページ

の議案第３号 農地法第３条の規定による

許可申請についてのＮｏ．５と関連してお

ります。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

 報告事項 農地法施行規則第２９条第１

号の規定による届出について、説明いたし

ます。 

◆田伏副主査 番外 説明いたします。 

本件は、農地法施行規則第２９条第１号

に規定する農業用施設の届出が３件ありま

した。 

内訳は、農業用倉庫が２件、農業用倉庫

及び農業用通路が１件です。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項農地法第４条第１項の規定によ

る農地転用届出について、説明いたします。 

◆田伏副主査 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第４条による市街化区域

内の農地転用の届出で５件ありました。 

２月１０日付、２月１９日付、３月４日

付で受理通知書を交付しています。   

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

報告事項 農地法第５条第１項の規定に

よる農地転用届出について、説明いたしま

す。 

◆田伏副主査 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第５条による市街化区域

内の農地転用の届出で５件ありました。 

２月１０日付、２月１９日付で受理通知

書を交付しています。   

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

（各委員の了承を得て） 

それでは、ご了承いただけたことといた

します。 

続けて議案の審査に移ります。 

議案第１号 和歌山市遊休農地解消対策

事業に伴う遊休農地の証明願について、提

案いたします。 

◆西森企画員 番外 説明いたします。 

議案に同封している対象農地の写真をご

覧ください。 

本件は、和歌山市遊休農地解消対策事業

補助金交付要綱第５条の規定に基づいたも

ので、補助金の交付申請にあたり遊休農地

証明書を添付する必要があり、借り手から

証明願が８件ありました。 

対象農地の面積は、田が１１，０７５㎡、

畑が１，１６６㎡、合計面積が１２，２４

１㎡です。 

遊休農地証明書交付の可否についてご審

議願います。 
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なお、Ｎｏ．１からＮｏ．８のすべてに

おいてＰ４５、Ｐ４６の議案第７号農用地

利用集積計画Ｎｏ．１７４からＮｏ．１８

１で利用権の設定を上程しております。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第１号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第１号は可決と決定しました。 

議案第２号 相続税の納税猶予に関する

適格者証明願について、提案いたします。 

◆中居班長 番外 説明いたします。 

 本件は、租税特別措置法第７０条の６第

１項の規定による相続税納税猶予に関する

適格者証明書の申請が２件あったものです。 

相続人から、耕作を継続する旨の誓約書

が添付されております。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第２号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

 （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第２号は可決と決定しました。 

議案第３号 農地法第３条の規定による

許可申請について、提案いたします。 

◆清瀧主任 番外 説明いたします。 

本件は、農地法第３条の規定に基づく許

可申請で１６件ありました。 

これらの案件は、調査の結果、耕作等に

支障がないこと、当該農地の権利を取得し

ようとする者は、全ての農地を効率的に耕

作し、農作業に常時従事すると認められる

など、不許可条件である農地法第３条第２

項各号には該当せず、許可要件の全てを満

たしていると思われます。 

なお、Ｎｏ．１、Ｎｏ．２は市街化区域、

Ｎｏ．５は新規耕作で軽箱バン、草刈り機、

噴霧器を所有しイチゴを作付け予定で報告

事項 農地賃貸借契約の解約Ｎｏ．１と関

連、Ｎｏ．８は法人による新規耕作でトラ

クターや田植え機等一式を所有し水稲、蔬

菜、果樹を作付け予定、Ｎｏ．９は新規耕

作で耕運機を所有し蔬菜、果樹を作付け予

定、Ｎｏ．１１は法人による新規耕作で耕

運機を所有し蔬菜を作付け予定、Ｎｏ．１

２は新規耕作で噴霧器を所有しぶどうを作

付け予定です。 

譲受人である法人については、いずれも

農地所有適格法人の要件を満たしておりま

す。 

また、Ｎｏ．５、８については現地調査

並びに事情聴取を行っていますので担当の

委員さんから報告があります。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ．５について、

現地調査並びに事情聴取を行っていますの

で湯川委員さん報告願います。 

◆１６番 （湯川 德弘） 農地法第３条

の規定に係る許可申請について、去る２月

２８日井口委員、髙倉委員、事務局と一緒

に現地調査及びヒアリングを実施しました

ので、その内容を報告します。 

３条申請譲受人は・・・譲渡人は・・・

です。 

現状は田で草刈中でありました。 

・・・は友人からいちご栽培を勧められ

たことでいちご栽培に意欲を燃やしたそう

です。 

ハウスの設置から苗の手配、栽培のノウ
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ハウをその友人が全ての手解きをうけ成功

させるように共に頑張ってゆくとのことで

す。 

・・・はサラリーマンから新規就農に入

るという事で政府から援助金、自らの新規

就農への経済的交付金もあと３年間頂ける

という環境の中でしっかりと腰をすえて農

業に取り組みたいと言っていました。 

彼の夢と意志もかたく応援したいと思い

ます。 

私はいちごを５０年作ってきましたが、

収益が上がらず相当苦労しましたが夢に向

かって突き進む姿は最も肝要です。 

高設栽培は特に難しく何年もキャリアが

いる訳ですが、何事もしっかり考え一所懸

命やれば道はひらけると思いますので本件

に対する問題はないと思います。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。 

Ｎｏ．８について、髙倉委員さん報告願

います。 

◆１４番 （髙倉 理行） 議案３号Ｎｏ．

８について説明いたします。 

去る２月２８日井口委員、湯川委員、事

務局と一緒に現地調査及び譲受人より事情

聴取を実施いたしました。 

申請者の譲渡人は・・・に在住の兼業農

家で・・・を行っており、かんきつ「甘夏

みかん」、水稲、野菜を耕作しており、甘

夏みかんについては産直市場等「よってっ

て、エバグリーン、ＪＡてまりっこ」に出

荷しているとの事です。 

譲受人は・・・として法人化する為に必

要とのことで今回申請することとなりまし

た。 

農機具は、トラクター、田植え機、コン

バイン、乾燥機、籾摺り 機等必要な農機

具は一式そろっているとの事です。 

又、譲受人は、対象農地１５分程度の近

くに住んでおり、今後、父親が高齢の為、

妻、息子と３人で農作業に従事するとの事

で、農地の耕作や管理は問題なく行えると

思われます。   

よって以上の点から問題のないものと思

われますが、各委員の慎重な審査をお願い

致します。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。 

議案第３号について、説明、報告が終わ

りましたが、この議案について、何かご意

見、ご質問ございませんか。 

 （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第３号は可決と決定しました。 

議案第４号 農地法第３条の規定による

許可申請について（第１９回保留分）、提

案いたします。 

◆清瀧主任 番外 説明いたします。 

本件は、１月の第１９回農業委員会総会

にて農地への進入路や大型農機具導入につ

いて十分な説明がなく、耕作等に支障がな

いことに疑義が生じていたため保留となっ

ておりましたが、その後進入路の確保やト

ラクター導入計画が示されたため再度審議

をお願いするものです。 

なお、これらの事により、おおむね許可

要件の全てを満たしていると思われます。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第４号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 
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 （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第４号は可決と決定しました。 

議案第５号 農地法第４条第１項の規定

による許可申請に対する意見について、提

案いたします。 

◆田伏副主査 番外 説明いたします。 

申請地の場所を示した簡易地図を議案と

共に配布していますので合わせてご覧くだ

さい。 

Ｎｏ．１ 申請地は、・・・に位置し、

おおむね５００ｍ以内に鉄道の駅があるた

め第２種農地に該当します。 

申請人は、・・・を営んでいる個人で、・

・・設置のため、当該申請地を・・・用地

として転用申請するものです。  

この案件は一般基準を満たしていると思

われます。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第５号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

 （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第５号は可決と決定しました。 

議案第６号 農地法第５条第１項の規定に

よる許可申請に対する意見について、提案

いたします。 

◆田伏副主査 番外 説明いたします。 

申請地の場所を示した簡易地図を議案と

共に配布していますので合わせてご覧くだ

さい。 

Ｎｏ．１ 申請地は・・・に位置し、市

街地に近接する区域内でその規模がおおむ

ね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当し

ます。 

申請人は・・・を営む法人です。 

再生可能エネルギー利用の促進を目的に、

電力の安定供給ための蓄電池設置場所の適

地として、当該申請地を蓄電池置場へ転用

申請するものです。 

Ｎｏ．２ 申請地は、・・・に位置し、

おおむね５００ｍ以内に市の支所があるた

め第２種農地に該当します。 

申請人は、現在の住居が手狭になってき

たことや今後農業を継承したいという目的

から、耕作地に近く利便性の良い、当該申

請地を農業者住宅へ転用申請するものです。 

なお、使用貸借権の設定で、令和６年１

０月１日付で農用地区域を除外しておりま

す。 

 これらの案件は一般基準を満たしてい

ると思われます。 

なお、Ｎｏ．１については現地調査及び

事情聴取を行っておりますので、担当委員

から報告があります。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） Ｎｏ．１について、

現地調査並びに事情聴取を行っていますの

で井口委員さん報告願います。 

◆１番 （井口 健） 議案第６号 Ｎｏ．

１について報告します。 

本件は、農地法第５条の許可申請で２月

２８日、私と湯川委員、高倉委員それに事

務局と共に現地調査をし、申請者の・・・

から事情聴取を行いました。 

申請地については議案書及び説明資料の

とおりであり、・・・に沿った二車線道路

に水路を挟んで接続している第２種農地で

す。地目は「田」、現況は雑草が生い茂っ

たまま枯れている遊休農地です。 

隣接地は畑と住宅 1棟になっています。 
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申請者については・・・との事です。 

転用理由については４つあり、１つ、 

農地の譲渡人は、営農継続が困難である。 

２つ、この事業は国が推奨している。 

３つ、譲受人としては電力会社と連携す

るための当該土地は工事費用等が比較的安

い。 

４つ、蓄電池納入や維持管理、資材運搬

のためのトラック等の進入が容易である。 

以上のことから、 

当該設備は安全性も高く、騒音や土壌汚

染等による環境への負担は全くなく、前面

道路も広く近隣住人の方々に大きな環境の

変化を与えない、として今回の転用申請と

なったものです。 

転用目的・方法については、計画では、

厚さ１５０ｍｍに砕石を敷均し、蓄電池シ

ステム４台（１，６００戸対応）及び部材

の置き場とするものです。 

各蓄電池システムはコンクリート基礎の

上に設置するとともに敷地をフェンスで囲

むなど安全に配慮し被害を及ぼさないよう

にする、との事です。 

なお排水については雨水桝を東西に２か

所設置して用水路に放流します。 

隣接農家の同意もあり、農地への被害が

ないよう対処するとの説明を受けています。 

現地調査結果、本件については、付近の

農地への影響や用水路等への被害はないと

考えられます。 

報告は以上です。 

この件に関し特に問題はないと考えます

が、各委員の慎重なご審議をお願いいたし

ます。 

◆会長（谷河 績） ありがとうございま

した。 

議案第６号について、説明、報告が終わ

りましたが、この議案について、何かご意

見、ご質問ございませんか。 

 （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第６号は可決と決定しました。 

議案第７号 農用地利用集積計画につい

て、提案いたします。 

 Ｎｏ．１７からＮｏ．２６、Ｎｏ．１８

５からＮｏ．１９０、Ｎｏ．２１９からＮ

ｏ．２２２を先議とさせていただきます。 

 森委員一時退席お願いします。 

  ・・・・森委員退席・・・・ 

◆西森企画員 番外 先議のため議案第７

号 Ｎｏ．１７から２６、Ｎｏ．１８５か

ら１９０、Ｎｏ．２１９から２２２につい

て説明いたします。 

 本件は、農業経営基盤強化促進法に基づ

く利用権の設定です。 

再設定の契約で、賃借権が１件、使用貸

借権が１９件の設定で、貸借期間は議案書

のとおりです。 

面積は田が３７，９５３㎡、畑が５６１

㎡、合計面積が３８，５１４㎡です。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第７号先議分に

ついて、説明が終わりましたが、この議案

について、何かご意見、ご質問ございませ

んか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第７号先議分は可決と決定しま

した。 

   ・・・・森委員着席・・・・ 

続いて、先議分以外について 

◆西森企画員 番外 議案第７号 先議分
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以外について説明いたします。 

利用権新規設定における農地所在地図を

議案と共に配布しておりますのであわせて

ご覧ください。 

本件は、農業経営基盤強化促進法に基づ

く利用権の設定で、再設定契約が１７５件、

新規の契約が４３件で合計２１８件ござい

ました。 

賃借権が２３件、使用貸借権が１９５件

の設定です。 

貸借期間は議案書のとおりです。 

また、Ｎｏ．１から１６、Ｎｏ．２７か

ら１４３については、農業委員会による利

用権の再設定、Ｎｏ．１４４から１８４に

ついては、農業委員会による利用権の新規

設定、Ｎｏ．１９１から２１８、Ｎｏ．２

２３から２３６については、農地中間管理

事業での再設定、Ｎｏ．２３７、２３８に

ついては、農地中間管理事業による新規の

設定です。 

面積は、先議分を含め全体で、田が４４

７，６６４．４６㎡、畑が１１，４８２㎡、

合計面積が４５９，１４６．４６㎡です。 

また、うち農地中間管理事業による設定が

５４件あり、面積は田が１０１，３２６．

１６㎡、畑が２，６７２㎡、合計面積が１

０３，９９８．１６㎡です。 

なお、Ｎｏ．１５０から１５２は松尾推

進委員、Ｎｏ．１５９、１７４は辻󠄀推進委

員、Ｎｏ．１６６は井口農業委員、Ｎｏ．

１７３は藤原推進委員によるあっせんで貸

借が成立したものです。 

 以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第７号先議分以

外について、説明が終わりましたが、この

議案について、何かご意見、ご質問ござい

ませんか。 

 （異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第７号先議分以外についても可

決と決定しました。 

議案第８号 非農地通知について、提案

いたします。 

◆清瀧主任 番外 説明いたします。 

本件については、国からの通知である「

農地法の運用について」第４（３）の規定

に基づき、農地法第２条第１項に規定する

農地に該当しないと判断するものです。 

雑賀崎地区で（１３０件、２６０筆）を

南方推進委員とともに、山口地区上黒谷で

（１３件、１９筆）を丸山農業委員及び藤

原推進委員とともに、東山東地区明王寺で

（３０件、７６筆）を且来推進委員ととも

に現地調査を行ったものです。 

非農地通知書の交付基準に基づき、対象

であると認められる農地の所有者に対し非

農地判断に係る事前通知を行ったところ、

非農地通知依頼書９件の提出がありました。 

面積は田が４１８㎡、畑が２３，５６８

㎡、合計２３，９８６㎡です。 

議案書番号１～９について、非農地通知

書の交付基準、農業的利用を図るための条

件整備（基盤整備事業の実施等）が計画さ

れていない土地であって、２０年以上前か

ら森林の様相を呈しているなど、農地に復

元するための物理的な条件整備が著しく困

難な場合の条件を満たしていると思われま

す。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第８号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 
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（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第８号は可決と決定しました。 

議案第９号 現地調査・事情聴取対象条

件の変更について、提案いたします。 

◆中居班長 番外 説明いたします。 

 現地調査・事情聴取対象条件の変更につ

いてご説明します。 

 議案書の表は、表中の左が変更前、右が

変更後となります。 

 変更点は、二重線を引いています、及び

利用権設定の申出を削除します。 

 変更理由は、令和７年３月末に地域計画

が策定されることに伴い、令和７年４月か

ら農用地利用集積計画いわゆる利用権設定

が廃止されるため、利用権設定に関する事

項を削除するものです。   

 以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第９号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

（異議なし、との声） 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第９号は可決と決定しました。 

議案は以上となります。 

◆会長（谷河 績） その他なにかござい

ませんか。 

   （なし、との声） 

 それでは、ご質問がないようでございま

すので第２１回総会を閉会いたします。 

  

１３時４０分 閉会 


